
【施工注意事項】

　その際、補強クリップ止めとする。

（天井変位及び設備機器の変位等を考慮する）

・設備又は独立柱等との間に必ずクリアランスを設ける。

はね出しは、150mm以内に納める

・開口部が広く、吊りボルトが900mm以上離れる場合、増し吊りを行う

・切断部の野縁が、野縁受けから150mm以上はね出す場合、

野縁
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商品等改良の為、予告無く規格その他を変更することがありますのでご了承ください。
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設備回避図-2
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・詳細図

[野縁受け直交方向　断面図] [野縁受け平行方向　断面図]

新規作成

一部レイアウト変更

1/10，1/30

増し吊りボルト＠900以内

補強野縁受け

開口周囲は全てRPクリップ
又はPowerクリップを使用

はね出しは、150mm以内に納める

増し吊りボルト＠900以内

開口周囲は全てRPクリップ
又はPowerクリップを使用

補強野縁
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□開口補強例

[開口2000ｘ2000の場合]

[縮尺：1/10、1/30(mm)]

補強野縁受け 増し吊りボルト

補強野縁

増し吊りボルト

野縁受け　＠900

増し吊りボルト

補強野縁

吊りボルト

補強野縁受け 増し吊りボルト

増し吊りボルト

吊りボルト

野縁受け　＠900

増し吊りボルト

補強野縁

・天井下地　見上図

[開口3000ｘ3000の場合]

・開口部廻りの野縁受けを、補強野縁を追加する。（野縁と同材）

　補強野縁受けを設置する。


